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障害児通所支援事業所　管理者　様

神戸市保健福祉局障害福祉部障害者支援課長

障害児通所支援に係る自己評価結果等公表の義務付けについて

　平素は、本市の障害児支援行政の推進に格別のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、平成29年4月1日から放課後等デイサービス事業に義務付されている自己評価結果及び改善の内容（以下「自己評価結果等」という。）公表について、平成30年4月1日から新たに児童発達支援事業にも義務付けられました。自己評価結果等の公表が未実施の場合、平成31年4月1日以降「未公表月から未公表状態が解消されるに至った月までの間、障害児全員について減算適用（所定単位数の15％）」が行われます。
つきましては、下記にご留意いただき、インターネットを活用して貴事業所のホームページ上での児童発達支援事業又は放課後等デイサービス事業に関する自己評価結果等について、すみやかに公表いただきますようお願いします。　

記

１ 実施方法
次の①から⑥の手順で児童発達支援事業又は放課後等デイサービス事業に関する自己評価を行い、その結果を公表すること。
①　保護者等に対して、「児童発達支援・放課後等デイサービス評価表【保護者用】」
　（別添様式１）を配布したアンケート調査を実施する。
②　保護者等から回答及び「ご意見」欄の記述を取りまとめる。
③　保護者等による事業所評価の結果を踏まえた職員全員での討議を通じた項目ごとの
　事業所評価を実施する。
④　「児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用」（別添様式２）
　により、速やかに職員間で課題や改善すべき点についての検討を行い、改善目標や改善
　内容を立案する。なお、討議の結果は書面に記録し、職員間で共有すること。
⑤　③④の結果を書き加えた別添様式２を事業所ホームページに掲載して公表する。
⑥　公表した改善目標・内容に沿った速やかな取り組みを行い、事業所の更なる質の向上
　を図る。




２ その他
（１）多機能型の場合は、自己評価結果等の公表については、多機能事業所全体で公表しても差し支えないこと。
（２）自己評価結果を公表した場合には、別添様式３により速やかに当課担当係あてにEメールで（shiteishido-5232@office.city.kobe.lg.jp）報告すること。
（３）自己評価結果を公表するホームページには、情報の公表制度と同様、以下の内容についても掲載するなど、事業所情報の公開に努めること。
① 職員の配置状況（職員の経験年数や資格の状況）
② 事業所の設備状況（事業所内風景画像の掲載）
③ 主な支援内容・１日の支援の流れ・特色のある取り組み
④ 運営規程・利用者負担
[bookmark: _GoBack]⑤ 貸借対照表や損益計算書などの財務諸表 等　　

担当：神戸市保健福祉局障害福祉部
障害者支援課指定指導係
TEL：078-322-5232  FAX：078-322-6045
Email：shiteishido-5232@office.city.kobe.lg.jp
